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１　患者さんの権利を尊重します
１　医療の安全を追求し　信頼される医療を提供します
１　医療・福祉・介護・保健分野との連携に努め
　　地域医療の推進に努めます
１　職員が働く喜びと誇りの持てる職場をめざします
１　健全な病院経営に努めます

わたくしたちは、市立砺波総合病院の職員であることを
誇りとし、愛と奉仕の精神のもとに、病気で悩める人々を
癒すことに互いの心を結集し、この憲章を定めます。

市立砺波総合病院憲章

市立砺波総合病院は

地域に開かれ
地域住民に親しまれ
信頼される病院
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院長伝言板院長伝言板

タバコの煙は、
　周りの人の命も削ってます。

患者総合支援センター

だより

　平成28年富山県 厚生部門（医療分野）功労

表彰を当院の松原直美看護部長が、受賞いた

しました。

　多年にわたり看護業務に精励し、看護体制

の充実と看護職員の資質の向上に寄与したこ

とを認められ、県下でわずか5名の栄誉に選

ばれました。

　平成28年富山県 厚生部門（医療分野）功労

表彰を当院の松原直美看護部長が、受賞いた

しました。

　多年にわたり看護業務に精励し、看護体制

の充実と看護職員の資質の向上に寄与したこ

とを認められ、県下でわずか5名の栄誉に選

ばれました。

日々の積み重ねが受賞に繋がる日々の積み重ねが受賞に繋がる日々の積み重ねが受賞に繋がる

　4年前のロンドン五輪でも、今回のブラジル
五輪でも、受動喫煙を防止するためにレスト
ランやバーなども含めて屋内は全面禁煙と法
律で決められていました。受動喫煙というの
は、他人が喫うタバコの煙を吸わされてしま
うことを言います。喫煙者が吸い込む主流煙
だけではなく、タバコの先から立ちのぼる副
流煙にも発がん物質など多くの有害物質が含
まれています。タバコを喫わない女性が家庭
や職場で受動喫煙の状態にある場合、肺がん
のリスクは約2倍、乳がんでは最大2.6倍にな
ることが報告されています。タバコの煙が命
を削っているのです。

　「かかりつけ医」は、ちょっと風邪をひいたりケガをしたときに気
軽に診てもらったり相談にのってもらうことができる、日頃から顔な
じみの町のお医者さん（家庭医、ファミリードクター）です。「かか
りつけ医」をもつと、必要に応じて適切な病院や専門医療期間を紹
介してもらえます。紹介状があれば、「かかりつけ医」からいままで
の検査や診療の情報が事前に送られますので、治療や検査がダブる
ことなく効率よく受けられます。また、患者さんの都合に合わせて受
診や検査日時の予約もできますので、待ち時間も少なく便利です。「紹
介状なし」で病院へ行くと、軽い風邪でも待ち時間が長くなったり、
初診にかかる特別料金などの負担が増えることもあります。
　当院は、「かかりつけ医」の先生方からスムーズにご紹介いただけ
るよう患者総合支援センターを設置し支援していますので、お気軽
にご相談ください。

「かかりつけ医」をもつと便利なこと

夏野砺波市長に
　感謝の気持ちで報告する松原看護部長

　黒龍江省医院とは１９８０年（昭和５５年）１０月に哈爾
濱（ハルビン）市において医学友好交流の合意書が締結
され、以来、黒龍江省医院からは３５次にわたる医学研修
で、合計６９団２１３名の方が当院で、また、黒龍江省医
院へは医学技術交流（心臓カテーテル手術の技術指導、
鍼灸師の研修）を含めて合計５８団２７９名を派遣してき
たところです。
　本年は５年に一度の医学友好交流の合意書調印の年で
あり、黒龍江省医院側から副院長  王 亦冬（ワン イードン）

様をはじめ３名の調印団をお
迎えし、去る７月２５日、当
院にて調印式を執り行い、合
意書の主旨に基づき、研修
生や視察団の派遣を通じて
両院の医学友好交流をます
ます発展させていくことを確
認いたしました。

中国黒龍江省医院との　　　　
　　医学友好交流合意書調印式

7/25 合意書調印式にて
（左 :王副院長、右 : 伊東院長）

診療案内

外来診療受付時間

休 診 日

□新患　午前8時15分から午前11時まで

□再診　午前8時00分から午前11時まで

※診療科・曜日によって異なりますので、
　詳しくはお問い合せください。

土・日・休日および年末年始
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市民公開講座のお知らせ  がんは生活習慣病特 集
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日本消化器病学会
第67回市民公開講座
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禁
煙
、
節
酒
、
塩
分
控
え
め
、

運
動
習
慣
、
適
正
B
M
I
（
＊
）

の
5
つ
の
健
康
習
慣
を
ど
れ
だ

け
守
っ
て
い
る
か
を
診
断
し
、

今
後
10
年
の
間
に
が
ん
に
罹
る

リ
ス
ク
を
算
出
し
ま
す
（
図
３
）。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
10
月
23
日

に
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
翔
凜
館
（
旧
砺

波
平
安
閣
）
で
開
催
す
る
日
本

消
化
器
病
学
会
主
催
の
市
民
公

開
講
座
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
（
図
２
）。

表１：日本におけるがんの原因と関連するがん
（出典：国立がん研究センター予防研究グループ；http://epi.ncc.go.jp/can_prev/evaluation/2832.html）

図 1：日本人におけるがんの要因
（出典：「科学的根拠に基づくがん予防」国立がん研究センターがん情報サービス；
http://ganjoho.jp/data/public/qa_links/brochure/knowledge/301.pdf）

※棒グラフ中の項目「全体」は、他の項目の合計の数値ではなく、2つ以上の
　生活習慣が複合して原因となる「がんの罹患」も含めた数値です。
　　　　　Inoue, M. et al.: Ann Oncol, 2012; 23（5）: 1362-9より作成

図３：
がんを遠ざける
５つの健康習慣

＊BMI＝体重（kg）÷（身長（m）×身長（m）） 
　WHOで定めた肥満判定の国際基準で
　日本人は男性22.0、女性21.0が標準とされる
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〜図2：日本消化器病学会市民公開講座開催案内

（出典：http://www.jsge.or.jp/citizens/kouza/kouza）

 世 話 人 河合　博志（市立砺波総合病院 内科・消化器科）

 会 　 期 2016年10月23日（日） 14：00－16：00

 会 　 場 TONAMI翔凜館（旧砺波平安閣）

 テ ー マ がんは生活習慣病～がんになりにくい生活習慣・
 　　　　　がんで死なない生活習慣を知りましょう～

 内 　 容 講演１
 「食生活・肥満・糖尿病によるがんとその予防
 　　　　　　　　　　　　　　　～糖尿病専門医より」
 　講師：早川　哲雄
 　（市立砺波総合病院  糖尿病・内分泌内科）

 講演２
 「おなかのがんについて  知っておいてほしいこと
 　　　　　　　　　　　　　　　～消化器専門医より」
 　講師：稲邑　克久
 　（市立砺波総合病院  内科・消化器科）

 講演３
 「がんになったら  こんなサポートが受けられます
 　　　　　　　　　　　　～がん看護専門看護師より」
 　講師：平　　優子
 　（市立砺波総合病院  看護部）

 講演４
 「肝臓がん撲滅にむけて  肝臓がんと生活習慣
 　　　　　　　　　　　　　　　　～肝臓専門医より」
 　講師：河合　博志
 　（市立砺波総合病院  内科・消化器科）　
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で
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を
予
定
し
て
い
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す
。

　
最
初
に
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門
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早
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り
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食
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・
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満
・
糖
尿
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に

よ
る
が
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と
そ
の
予
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」
に
つ
い
て
約
30
分

間
お
話
し
ま
す
。

　
次
の
３
演
題
は
そ
れ
ぞ
れ
約
15
分
間
で
す
。

ま
ず
、
消
化
器
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門
医
で
あ
る
稲
邑
医
師
よ

り
「
お
な
か
の
が
ん
に
つ
い
て 

知
っ
て
お
い

て
ほ
し
い
こ
と
」
と
し
て
、
ピ
ロ
リ
菌
と
胃

が
ん
、
生
活
習
慣
と
大
腸
が
ん
、
膵
臓
が
ん

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
次
い
で
、
が
ん
看

護
専
門
看
護
師
で
あ
る
平
看
護
師
よ
り
「
が

ん
に
な
っ
た
ら 

こ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら

れ
ま
す 

」
と
し
て
、
当
院
で
提
供
し
て
い
る

が
ん
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

紹
介
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
当
院
で
加
療
中

で
は
な
い
方
で
も
サ
ポ
ー
ト
は
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
は
、
肝
臓
専
門
医
の
私
か
ら
「
肝
臓
が

ん
撲
滅
に
む
け
て
、 
肝
臓
が
ん
と
生
活
習
慣
」

と
題
し
て
お
話
し
ま
す
。

　
市
民
公
開
講
座
は
10
月
23
日
・
日
曜
日
、

午
後
2
時
よ
り
T
O
N
A
M
I
翔
凜
館
（
旧

砺
波
平
安
閣
）
で
す
。
よ
り
詳
し
く
が
ん
に

な
り
に
く
い
生
活
習
慣
、
が
ん
で
死
な
な
い

生
活
習
慣
を
知
る
た
め
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
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　WHOで定めた肥満判定の国際基準で
　日本人は男性22.0、女性21.0が標準とされる

図2：日本消化器病学会市民公開講座開催案内
（出典：http://www.jsge.or.jp/citizens/kouza/kouza）

 世 話 人 河合　博志（市立砺波総合病院 内科・消化器科）

 会 　 期 2016年10月23日（日） 14：00－16：00

 会 　 場 TONAMI翔凜館（旧砺波平安閣）

 テ ー マ がんは生活習慣病～がんになりにくい生活習慣・
 　　　　　がんで死なない生活習慣を知りましょう～

 内 　 容 講演１
 「食生活・肥満・糖尿病によるがんとその予防
 　　　　　　　　　　　　　　　～糖尿病専門医より」
 　講師：早川　哲雄
 　（市立砺波総合病院  糖尿病・内分泌内科）

 講演２
 「おなかのがんについて  知っておいてほしいこと
 　　　　　　　　　　　　　　　～消化器専門医より」
 　講師：稲邑　克久
 　（市立砺波総合病院  内科・消化器科）

 講演３
 「がんになったら  こんなサポートが受けられます
 　　　　　　　　　　　　～がん看護専門看護師より」
 　講師：平　　優子
 　（市立砺波総合病院  看護部）

 講演４
 「肝臓がん撲滅にむけて  肝臓がんと生活習慣
 　　　　　　　　　　　　　　　　～肝臓専門医より」
 　講師：河合　博志
 　（市立砺波総合病院  内科・消化器科）　

　

市
民
公
開
講
座
の
タ
イ
ト
ル
は
「
が
ん
は

生
活
習
慣
病
〜
が
ん
に
な
り
に
く
い
生
活
習

慣
・
が
ん
で
死
な
な
い
生
活
習
慣
を
知
り
ま

し
ょ
う
〜
」
で
す
。
が
ん
に
な
り
や
す
い
生

活
習
慣
、
な
り
に
く
い
生
活
習
慣
を
知
り
、

適
切
な
検
診
・
診
察
を
受
け
る
こ
と
で
、
長

く
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
が
ん
に
な
っ
た

時
に
受
け
ら
れ
る
生
活
支
援
も
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

市
民
公
開
講
座
で
は
、
４
つ
の
演
題
で
約

２
時
間
の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
当
院
の
糖
尿
病
専
門
医
で
あ
る
早

川
医
師
よ
り
「
食
生
活
・
肥
満
・
糖
尿
病
に

よ
る
が
ん
と
そ
の
予
防
」
に
つ
い
て
約
30
分

間
お
話
し
ま
す
。

　

次
の
３
演
題
は
そ
れ
ぞ
れ
約
15
分
間
で
す
。

ま
ず
、
消
化
器
専
門
医
で
あ
る
稲
邑
医
師
よ

り
「
お
な
か
の
が
ん
に
つ
い
て 

知
っ
て
お
い

て
ほ
し
い
こ
と
」
と
し
て
、
ピ
ロ
リ
菌
と
胃

が
ん
、
生
活
習
慣
と
大
腸
が
ん
、
膵
臓
が
ん

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
次
い
で
、
が
ん
看

護
専
門
看
護
師
で
あ
る
平
看
護
師
よ
り
「
が

ん
に
な
っ
た
ら 

こ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら

れ
ま
す 

」
と
し
て
、
当
院
で
提
供
し
て
い
る

が
ん
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

紹
介
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
当
院
で
加
療
中

で
は
な
い
方
で
も
サ
ポ
ー
ト
は
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
は
、
肝
臓
専
門
医
の
私
か
ら
「
肝
臓
が

ん
撲
滅
に
む
け
て
、 

肝
臓
が
ん
と
生
活
習
慣
」

と
題
し
て
お
話
し
ま
す
。

　

市
民
公
開
講
座
は
10
月
23
日
・
日
曜
日
、

午
後
2
時
よ
り
T
O
N
A
M
I
翔
凜
館
（
旧

砺
波
平
安
閣
）
で
す
。
よ
り
詳
し
く
が
ん
に

な
り
に
く
い
生
活
習
慣
、
が
ん
で
死
な
な
い

生
活
習
慣
を
知
る
た
め
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

非喫煙

5つの
健康習慣

節酒 活発な
身体活動

適正な
BMI値

塩蔵品を
控える
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科

　
に
き
び
（
医
学
的
に
は
尋
常
性
ざ
瘡
）
は

男
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
で
皮
脂
腺
が
発
達

し
、
皮
脂
の
分
泌
が
ふ
え
る
思
春
期
頃
に
で

き
は
じ
め
る
毛
孔
の
疾
患
で
す
。

　
毛
孔
で
は
、
周
囲
の
皮
脂
腺
か
ら
脂
分
が

流
れ
こ
み
、
皮
ふ
の
表
面
に
排
出
さ
れ
て
皮

ふ
に
潤
い
を
供
給
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
皮

脂
分
泌
の
亢
進
に
毛
孔
の
出
口
近
く
に
あ
る

毛
包
漏
斗
部
（
も
う
ほ
う
ろ
う
と
ぶ
）
で
の

角
化
異
常
が
加
わ
る
と
毛
孔
が
ふ
さ
が
り
、

毛
包
内
に
皮
脂
が
溜
ま
っ
て
に
き
び
と
な
り

ま
す
（
図
１
）。

  

　
　
　
　
　
　
　 

　
毛
孔
に
皮
脂
が
た
ま
っ
て
で
き
る
白
に
き

び
（
図
2
）、
毛
孔
の
出
口
が
開
き
、
毛
包

漏
斗
部
と
周
囲
の
表
皮
か
ら
産
生
さ
れ
る
メ

ラ
ニ
ン
と
酸
化
し
た
皮
脂
や
角
質
に
よ
り

黒
っ
ぽ
く
み
え
る
黒
に
き
び
（
図
3
）
の
ほ

か
、
こ
う
し
た
毛
孔
に
溜
ま
っ
た
皮
脂
や
角

質
を
栄
養
源
に
し
て
常
在
菌
で
あ
る
ア
ク
ネ

桿
菌
が
増
殖
す
る
と
、
好
中
球
が
集
ま
り
炎

症
を
生
じ
、赤
に
き
び（
図
4
）と
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
ア
ダ
パ
レ
ン
や
過
酸
化
ベ
ン
ゾ
イ

ル
含
有
製
剤
の
登
場
に
よ
り
、
に
き
び
治
療

の
選
択
肢
が
拡
が
り
ま
し
た
。
に
き
び
の
外

用
治
療
薬
の
な
か
で
、
ア
ダ
パ
レ
ン
（
デ
ィ

フ
ェ
リ
ン
ゲ
ル
®
）
は
炎
症
を
抑
制
す
る
ほ

か
に
毛
包
漏
斗
部
の
角
化
異
常
を
是
正
し
ま

す
し
、
過
酸
化
ベ
ン
ゾ
イ
ル
含
有
製
剤
（
ベ

ピ
オ
ゲ
ル
®
）
は
ア
ク
ネ
桿
菌
に
対
し
て
抗

菌
活
性
を
示
す
ほ
か
、
角
質
剥
離
を
促
す

ピ
ー
リ
ン
グ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の

お
薬
も
毛
孔
の
つ
ま
り
を
改
善
す
る
た
め
、

白
に
き
び
か
ら
赤
に
き
び
ま
で
幅
広
く
用
い

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
ア
ダ
パ
レ
ン
や
過
酸
化
ベ
ン
ゾ
イ

ル
を
含
有
す
る
外
用
剤
で
は
、
外
用
後
に
ひ

り
ひ
り
し
た
刺
激
感
や
乾
燥
、
皮
む
け
（
落

屑
）
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
意
外
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
に
き
び
の

あ
る
と
こ
ろ
は
、
皮
ふ
か
ら
の
水
分
蒸
散
量

が
多
く
、
保
湿
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
バ
リ
ア
機
能
を
高

め
る
た
め
に
、
ま
た
、
こ
う
し
た
お
薬
の
副

作
用
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
洗
顔
後
に

た
っ
ぷ
り
と
保
湿
を
し
て
か
ら
外
用
し
ま

し
ょ
う
。
保
湿
剤
は
、
で
き
る
だ
け
毛
穴
を

詰
ま
ら
せ
な
い
ノ
ン
・
コ
メ
ド
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
・

モ
イ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ザ
ー
（
低
刺
激
性
保
湿
化

粧
品
）
と
表
示
が
あ
る
も
の
が
お
す
す
め
で

す
が
、
こ
れ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
手
持
ち
の
化

粧
水
で
保
湿
す
る
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
ア
ダ
パ
レ
ン
や
過
酸
化
ベ
ン
ゾ
イ
ル

含
有
製
剤
を
使
用
中
に
は
、ケ
ミ
カ
ル
・
ピ
ー

リ
ン
グ
に
使
わ
れ
る
グ
リ
コ
ー
ル
酸
や
サ
リ

チ
ル
酸
が
入
っ
た
化
粧
品
や
毛
穴
を
引
き
締

め
る
効
果
の
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ
た
化

粧
水
な
ど
は
、
肌
に
負
担
が
か
か
り
、
ヒ
リ

ヒ
リ
感
の
も
と
と
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

避
け
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
過
酸
化
ベ
ン
ゾ
イ
ル
は
、
塗
っ

た
と
こ
ろ
が
白
く
ぬ
け
た
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
う
副
作
用
が
あ
る
の
で
、
過
酸
化
ベ
ン
ゾ

イ
ル
含
有
軟
膏
を
塗
る
と
き
に
は
衣
類
や
頭

髪
に
付
着
し
な
い
よ
う
に
、
綿
棒
を
使
う
な

ど
に
き
び
の
と
こ
ろ
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
お

薬
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
赤
に
き
び
や
、
す
で
に
化
膿
し
て
い
る
に

き
び
で
は
、
外
用
抗
菌
薬
で
あ
る
ナ
ジ
フ
ロ

キ
サ
シ
ン
ク
リ
ー
ム
（
ア
ク
ア
チ
ム
ク
リ
ー

ム
®
）
ク
リ
ン
ダ
マ
イ
シ
ン
ゲ
ル
ま
た
は

ロ
ー
シ
ョ
ン
（
ダ
ラ
シ
ン
Ｔ
ゲ
ル
®
）、
抗

菌
薬
入
り
の
過
酸
化
ベ
ン
ゾ
イ
ル
含
有
軟
膏

（
デ
ュ
ア
ッ
ク
ゲ
ル
®
）
と
い
っ
た
、
抗
菌

剤
入
り
の
外
用
薬
や
、
炎
症
症
状
の
強
い
場

合
に
は
、
ア
ク
ネ
桿
菌
や
ブ
ド
ウ
球
菌
を
た

た
い
て
、化
膿
や
炎
症
を
軽
く
す
る
た
め
に
、

飲
み
薬
の
抗
生
剤
が
短
期
間
併
用
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
治
療
に
抵
抗
性
の
難
治
性
に
き

び
で
は
、
酸
な
ど
の
化
学
物
質
を
皮
ふ
に
塗

布
し
て
、
に
き
び
の
原
因
と
な
る
古
い
角
質

を
剥
離
し
、
皮
ふ
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
ケ

ミ
カ
ル
ピ
ー
リ
ン
グ
（
保
険
適
応
外
）
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
治
療

で
は
こ
う
し
た
お
薬
や
処
置
を
組
み
合
わ

せ
、
年
齢
や
症
状
に
あ
っ
た
治
療
方
法
が
選

択
さ
れ
ま
す
。

　
な
か
な
か
消
え
て
く
れ
な
い
頑
固
な
に
き

び
だ
け
で
な
く
、
に
き
び
痕
を
で
き
る
だ
け

残
さ
な
い
た
め
に
も
、
気
に
な
る
に
き
び
を

見
つ
け
た
ら
、
ま
ず
は
勇
気
を
出
し
て
最
寄

り
の
皮
膚
科
で
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

注
釈
）
市
立
砺
波
総
合
病
院
で
は
、
皮
膚
科

に
か
ぎ
ら
ず
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
か

ら
の
ご
紹
介
が
あ
る
と
、
は
じ
め
て
受
診
さ

れ
る
か
た
で
も
予
約
が
可
能
で
す
。

　

に
き
び
に
つ
い
て

に
き
び
に
つ
い
て

陰圧閉鎖療法

局所陰圧閉鎖療法について
局所陰圧閉鎖療法について　治りにくいキズを部分的に陰圧にコントロールし

環境を整え、創傷治癒（キズの治り）を促進する陰
圧創傷治療システムは、2010年4月から保険診療
で入院患者さんに対して使用可能となり、2013年7月から外来通院患者さんにも使用可能となりました。
　今回は、当科で行っている局所陰圧閉鎖療法についてご紹介します。

　今回ご紹介しました局所陰圧閉鎖療法は、創傷
の状態・患者さん自身の全身状態などによって適
応条件がありますが、創傷治癒に対して有用なシ
ステムです。
　創傷治癒についてご不明なことがありましたら
形成外科にご相談ください。

①-1：局所陰圧閉鎖療法 開始時 ①-2：開始後11日目

②-1：局所陰圧閉鎖
　　　療法 開始時

②-2：フォーム材
　　　をあてる

②-3：システムを装着し
　　　陰圧時

②-4：開始後28日目

　キズを密封し、キズに対して陰圧にすることによって、キズの保護・収縮、肉芽（キズをなおすために人体
が作る新しい組織）形成の促進、滲出液(キズから染み出てくる液体)と感染性老廃物の除去を図り、創傷治癒
を促進させる物理的療法です。

１．作用機序（図１）
①フィルムで
密閉するこ
とにより、
キ ズ の 保
護・湿潤環
境を維持す
る。
②フォーム材
（スポンジ
状の物質）
の微小な穴
によって、キズの表面が変化し個々の細胞が伸展・
成長する。キズの表面の微小変形による効果で、
キズの血流の増加・肉芽形成を促進する。フォー
ム材が収縮し、その変化によって周囲の組織が引
き寄せられ、キズの表面の面積を収縮させる。
③持続陰圧のドレナージ(排液)により、過剰な滲出
液・溶けた壊死組織・感染性老廃物の除去が可能。
細胞間の隙間に貯留した体液を除去でき浮腫（む
くみ）を軽減する。

２．適応疾患
　大きく4つに分けられます。既存の治療の効果が
現れない、或いは効果が現れないと考えられる治り
にくいキズで、ⓐ 外傷性裂開創（一次的に閉鎖が不
可能なもの）　ⓑ 外科手術後の離開創・開放創　© 
四肢切断端の開放創　ⓓ デブリードマン（死んで
いる組織の除去）後の皮膚欠損創　などです。

３．適応期間
　24時間装着し、開始日より3週間を標準として、
特に必要と認められる場合については4週間を限度
として使用できます。

利点
・創傷治癒を促進し、治療期間が短縮される
・キズの環境調整により、従来行っていた大がかり
な手術（皮弁術：皮膚を皮下組織も含めて移植す
ること）ではなく、患者さんの体に負担がかから
ない手術（縫合、皮膚移植術）でキズの閉鎖が可
能へ
・全身状態悪いため外科手術に耐えられない患者さ
んにも適用が可能
欠点
・陰圧によりキズの出血・痛みを生じやすい
・感染しているキズには使用できない
・接続したパッドやチューブの装着位置によって褥
瘡（床ずれ）を生じることがある

・治療中は常に機械を装着しなければならない
・使用期間の制限があり、同部位には1回しか使用
できない
　
症例①：外傷性皮膚欠損創（外傷によって皮膚がな

い状態）に対して

症例②：壊死組織除去後の皮膚欠損創に対して

陰圧創傷治療システム
　当科では、入
院患者さんには
Act iV .A .CⓇ
（KCI社。重 量
1.08㎏、専 用
キャリーケース
により携帯）（写
真③）を、通院
患者さんには
PICOⓇ創 傷 治
療システム（ス
ミスアンドネフュー社、重
量50g電池なし、ポケット
サイズ）（写真④）を使用し
ています。
共に装置は小型で簡単に持
ち運びができます。

写真③

写真④

毛 

角質 

脂腺 

男性ホルモン 

角栓による毛孔の閉塞 毛包漏斗部 

アクネ桿菌の増殖 

図1　にきびの背景
男性ホルモンの分泌がふえ、皮脂の分泌が亢進すること
や毛包漏斗部の角化異常、アクネ桿菌の増殖などの背景
が加わり、にきびの発症へと進展します。
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図2　白にきび（閉鎖面皰 へいさめんぽう）

図3　黒にきび（開放面皰 かいほうめんぽう）

図４　赤にきび（赤色丘疹）
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袖
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代

皮 

膚 

科

　
に
き
び
（
医
学
的
に
は
尋
常
性
ざ
瘡
）
は

男
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
で
皮
脂
腺
が
発
達

し
、
皮
脂
の
分
泌
が
ふ
え
る
思
春
期
頃
に
で

き
は
じ
め
る
毛
孔
の
疾
患
で
す
。

　
毛
孔
で
は
、
周
囲
の
皮
脂
腺
か
ら
脂
分
が

流
れ
こ
み
、
皮
ふ
の
表
面
に
排
出
さ
れ
て
皮

ふ
に
潤
い
を
供
給
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
皮

脂
分
泌
の
亢
進
に
毛
孔
の
出
口
近
く
に
あ
る

毛
包
漏
斗
部
（
も
う
ほ
う
ろ
う
と
ぶ
）
で
の

角
化
異
常
が
加
わ
る
と
毛
孔
が
ふ
さ
が
り
、

毛
包
内
に
皮
脂
が
溜
ま
っ
て
に
き
び
と
な
り

ま
す
（
図
１
）。

  

　
　
　
　
　
　
　 

　
毛
孔
に
皮
脂
が
た
ま
っ
て
で
き
る
白
に
き

び
（
図
2
）、
毛
孔
の
出
口
が
開
き
、
毛
包

漏
斗
部
と
周
囲
の
表
皮
か
ら
産
生
さ
れ
る
メ

ラ
ニ
ン
と
酸
化
し
た
皮
脂
や
角
質
に
よ
り

黒
っ
ぽ
く
み
え
る
黒
に
き
び
（
図
3
）
の
ほ

か
、
こ
う
し
た
毛
孔
に
溜
ま
っ
た
皮
脂
や
角

質
を
栄
養
源
に
し
て
常
在
菌
で
あ
る
ア
ク
ネ

桿
菌
が
増
殖
す
る
と
、
好
中
球
が
集
ま
り
炎

症
を
生
じ
、赤
に
き
び（
図
4
）と
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
ア
ダ
パ
レ
ン
や
過
酸
化
ベ
ン
ゾ
イ

ル
含
有
製
剤
の
登
場
に
よ
り
、
に
き
び
治
療

の
選
択
肢
が
拡
が
り
ま
し
た
。
に
き
び
の
外

用
治
療
薬
の
な
か
で
、
ア
ダ
パ
レ
ン
（
デ
ィ

フ
ェ
リ
ン
ゲ
ル
®
）
は
炎
症
を
抑
制
す
る
ほ

か
に
毛
包
漏
斗
部
の
角
化
異
常
を
是
正
し
ま

す
し
、
過
酸
化
ベ
ン
ゾ
イ
ル
含
有
製
剤
（
ベ

ピ
オ
ゲ
ル
®
）
は
ア
ク
ネ
桿
菌
に
対
し
て
抗

菌
活
性
を
示
す
ほ
か
、
角
質
剥
離
を
促
す

ピ
ー
リ
ン
グ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の

お
薬
も
毛
孔
の
つ
ま
り
を
改
善
す
る
た
め
、

白
に
き
び
か
ら
赤
に
き
び
ま
で
幅
広
く
用
い

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
ア
ダ
パ
レ
ン
や
過
酸
化
ベ
ン
ゾ
イ

ル
を
含
有
す
る
外
用
剤
で
は
、
外
用
後
に
ひ

り
ひ
り
し
た
刺
激
感
や
乾
燥
、
皮
む
け
（
落

屑
）
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
意
外
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
に
き
び
の

あ
る
と
こ
ろ
は
、
皮
ふ
か
ら
の
水
分
蒸
散
量

が
多
く
、
保
湿
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
バ
リ
ア
機
能
を
高

め
る
た
め
に
、
ま
た
、
こ
う
し
た
お
薬
の
副

作
用
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
洗
顔
後
に

た
っ
ぷ
り
と
保
湿
を
し
て
か
ら
外
用
し
ま

し
ょ
う
。
保
湿
剤
は
、
で
き
る
だ
け
毛
穴
を

詰
ま
ら
せ
な
い
ノ
ン
・
コ
メ
ド
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
・

モ
イ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ザ
ー
（
低
刺
激
性
保
湿
化

粧
品
）
と
表
示
が
あ
る
も
の
が
お
す
す
め
で

す
が
、
こ
れ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
手
持
ち
の
化

粧
水
で
保
湿
す
る
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
ア
ダ
パ
レ
ン
や
過
酸
化
ベ
ン
ゾ
イ
ル

含
有
製
剤
を
使
用
中
に
は
、ケ
ミ
カ
ル
・
ピ
ー

リ
ン
グ
に
使
わ
れ
る
グ
リ
コ
ー
ル
酸
や
サ
リ

チ
ル
酸
が
入
っ
た
化
粧
品
や
毛
穴
を
引
き
締

め
る
効
果
の
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ
た
化

粧
水
な
ど
は
、
肌
に
負
担
が
か
か
り
、
ヒ
リ

ヒ
リ
感
の
も
と
と
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

避
け
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
過
酸
化
ベ
ン
ゾ
イ
ル
は
、
塗
っ

た
と
こ
ろ
が
白
く
ぬ
け
た
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
う
副
作
用
が
あ
る
の
で
、
過
酸
化
ベ
ン
ゾ

イ
ル
含
有
軟
膏
を
塗
る
と
き
に
は
衣
類
や
頭

髪
に
付
着
し
な
い
よ
う
に
、
綿
棒
を
使
う
な

ど
に
き
び
の
と
こ
ろ
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
お

薬
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
赤
に
き
び
や
、
す
で
に
化
膿
し
て
い
る
に

き
び
で
は
、
外
用
抗
菌
薬
で
あ
る
ナ
ジ
フ
ロ

キ
サ
シ
ン
ク
リ
ー
ム
（
ア
ク
ア
チ
ム
ク
リ
ー

ム
®
）
ク
リ
ン
ダ
マ
イ
シ
ン
ゲ
ル
ま
た
は

ロ
ー
シ
ョ
ン
（
ダ
ラ
シ
ン
Ｔ
ゲ
ル
®
）、
抗

菌
薬
入
り
の
過
酸
化
ベ
ン
ゾ
イ
ル
含
有
軟
膏

（
デ
ュ
ア
ッ
ク
ゲ
ル
®
）
と
い
っ
た
、
抗
菌

剤
入
り
の
外
用
薬
や
、
炎
症
症
状
の
強
い
場

合
に
は
、
ア
ク
ネ
桿
菌
や
ブ
ド
ウ
球
菌
を
た

た
い
て
、化
膿
や
炎
症
を
軽
く
す
る
た
め
に
、

飲
み
薬
の
抗
生
剤
が
短
期
間
併
用
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
治
療
に
抵
抗
性
の
難
治
性
に
き

び
で
は
、
酸
な
ど
の
化
学
物
質
を
皮
ふ
に
塗

布
し
て
、
に
き
び
の
原
因
と
な
る
古
い
角
質

を
剥
離
し
、
皮
ふ
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
ケ

ミ
カ
ル
ピ
ー
リ
ン
グ
（
保
険
適
応
外
）
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
治
療

で
は
こ
う
し
た
お
薬
や
処
置
を
組
み
合
わ

せ
、
年
齢
や
症
状
に
あ
っ
た
治
療
方
法
が
選

択
さ
れ
ま
す
。

　
な
か
な
か
消
え
て
く
れ
な
い
頑
固
な
に
き

び
だ
け
で
な
く
、
に
き
び
痕
を
で
き
る
だ
け

残
さ
な
い
た
め
に
も
、
気
に
な
る
に
き
び
を

見
つ
け
た
ら
、
ま
ず
は
勇
気
を
出
し
て
最
寄

り
の
皮
膚
科
で
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

注
釈
）
市
立
砺
波
総
合
病
院
で
は
、
皮
膚
科

に
か
ぎ
ら
ず
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
か

ら
の
ご
紹
介
が
あ
る
と
、
は
じ
め
て
受
診
さ

れ
る
か
た
で
も
予
約
が
可
能
で
す
。

　

に
き
び
に
つ
い
て

に
き
び
に
つ
い
て

陰圧閉鎖療法

局所陰圧閉鎖療法について
局所陰圧閉鎖療法について　治りにくいキズを部分的に陰圧にコントロールし

環境を整え、創傷治癒（キズの治り）を促進する陰
圧創傷治療システムは、2010年4月から保険診療
で入院患者さんに対して使用可能となり、2013年7月から外来通院患者さんにも使用可能となりました。
　今回は、当科で行っている局所陰圧閉鎖療法についてご紹介します。

　今回ご紹介しました局所陰圧閉鎖療法は、創傷
の状態・患者さん自身の全身状態などによって適
応条件がありますが、創傷治癒に対して有用なシ
ステムです。
　創傷治癒についてご不明なことがありましたら
形成外科にご相談ください。

①-1：局所陰圧閉鎖療法 開始時 ①-2：開始後11日目

②-1：局所陰圧閉鎖
　　　療法 開始時

②-2：フォーム材
　　　をあてる

②-3：システムを装着し
　　　陰圧時

②-4：開始後28日目

　キズを密封し、キズに対して陰圧にすることによって、キズの保護・収縮、肉芽（キズをなおすために人体
が作る新しい組織）形成の促進、滲出液(キズから染み出てくる液体)と感染性老廃物の除去を図り、創傷治癒
を促進させる物理的療法です。

１．作用機序（図１）
①フィルムで
密閉するこ
とにより、
キ ズ の 保
護・湿潤環
境を維持す
る。
②フォーム材
（スポンジ
状の物質）
の微小な穴
によって、キズの表面が変化し個々の細胞が伸展・
成長する。キズの表面の微小変形による効果で、
キズの血流の増加・肉芽形成を促進する。フォー
ム材が収縮し、その変化によって周囲の組織が引
き寄せられ、キズの表面の面積を収縮させる。
③持続陰圧のドレナージ(排液)により、過剰な滲出
液・溶けた壊死組織・感染性老廃物の除去が可能。
細胞間の隙間に貯留した体液を除去でき浮腫（む
くみ）を軽減する。

２．適応疾患
　大きく4つに分けられます。既存の治療の効果が
現れない、或いは効果が現れないと考えられる治り
にくいキズで、ⓐ 外傷性裂開創（一次的に閉鎖が不
可能なもの）　ⓑ 外科手術後の離開創・開放創　© 
四肢切断端の開放創　ⓓ デブリードマン（死んで
いる組織の除去）後の皮膚欠損創　などです。

３．適応期間
　24時間装着し、開始日より3週間を標準として、
特に必要と認められる場合については4週間を限度
として使用できます。

利点
・創傷治癒を促進し、治療期間が短縮される
・キズの環境調整により、従来行っていた大がかり
な手術（皮弁術：皮膚を皮下組織も含めて移植す
ること）ではなく、患者さんの体に負担がかから
ない手術（縫合、皮膚移植術）でキズの閉鎖が可
能へ
・全身状態悪いため外科手術に耐えられない患者さ
んにも適用が可能
欠点
・陰圧によりキズの出血・痛みを生じやすい
・感染しているキズには使用できない
・接続したパッドやチューブの装着位置によって褥
瘡（床ずれ）を生じることがある

・治療中は常に機械を装着しなければならない
・使用期間の制限があり、同部位には1回しか使用
できない
　
症例①：外傷性皮膚欠損創（外傷によって皮膚がな

い状態）に対して

症例②：壊死組織除去後の皮膚欠損創に対して

陰圧創傷治療システム
　当科では、入
院患者さんには
Act iV .A .CⓇ
（KCI社。重 量
1.08㎏、専 用
キャリーケース
により携帯）（写
真③）を、通院
患者さんには
PICOⓇ創 傷 治
療システム（ス
ミスアンドネフュー社、重
量50g電池なし、ポケット
サイズ）（写真④）を使用し
ています。
共に装置は小型で簡単に持
ち運びができます。

写真③

写真④

毛 

角質 

脂腺 

男性ホルモン 

角栓による毛孔の閉塞 毛包漏斗部 

アクネ桿菌の増殖 

図1　にきびの背景
男性ホルモンの分泌がふえ、皮脂の分泌が亢進すること
や毛包漏斗部の角化異常、アクネ桿菌の増殖などの背景
が加わり、にきびの発症へと進展します。
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図2　白にきび（閉鎖面皰 へいさめんぽう）

図3　黒にきび（開放面皰 かいほうめんぽう）

図４　赤にきび（赤色丘疹）
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　当院産婦人科病棟で行う院内助産は、正常な経過をたどっている妊産婦を対象に、医師
と連携をとりながら、助産師が主体的となってお産のお手伝いをする体制です。アット
ホームなイメージのある助産院や自宅出産の要素と、安全性の高い総合病院でのお産とい
う、両方の良さを兼ね備えています。

☆経産婦（出産経験のある妊婦）で御家族の同意がある方 
☆自然妊娠で、これまでの妊娠・分娩経過に問題がない方
☆現在治療中の病気がない方
☆里帰りの方も対応できます　　 

☆安全でスムーズなお産になるように、妊娠中からの
　健康管理について妊婦検診を医師と　助産師が交互に行います。
☆バースプラン（妊婦さん自らが自分で考えたお産の計画）にもとづいてサポートします。
☆院内助産室で出産できるので、分娩室までの移動がなく同じ部屋で過ごせます。
☆お産の時には、医師も立ち会うので安心です。
☆上のお子さんも含め、家族に囲まれて赤ちゃんを迎えることが出来ます。
☆助産師がそばにいてお産を支えます。 
☆場所は市立砺波総合病院西病棟３階です。

ようこそ

院院 内内 助助 産産 ♪へへ
院内助産とは？

＊誰でも院内助産をできるの？

＊実際にはどんなことをするの？

ご自身の望む自然なお産がしたいと思われる方は、ぜひ産婦人科外来でご相談下さい。
満足のいく出産になるようスタッフ一同でサポートさせていただきます。

感染管理認定看護師　村本　由子

認定看護師はどんな看護師？
　臨床現場におけるスペシャリストと言われています。
　分野が21分野と細かく分かれており、その特定の看護分野において熟練した看
護技術と知識をもって、専門の看護実践・指導・相談（コンサルテーション）を行
い、看護ケアの質の向上に努めています。

認定看護師になるには
　看護師として5年以上の実践経験を持ち、日本看護協会が定める６ヶ月以上の研修
を修め、認定看護師認定審査に合格することで取得できる資格です。審査合格後は
認定看護師として活動と自己研鑽の実績を積み、5年ごとに資格更新を行います。
2016年7月現在、全国に認定看護師17,443名で、富山県内には222名います。
　市立砺波総合病院の認定看護師は、緩和ケア(2名)、がん化学療法看護、がん性疼痛看護、摂食・嚥下障害看護、脳卒中リ
ハビリテーション看護、認知症看護、慢性呼吸器疾患看護、救急看護、手術看護、皮膚・排泄ケア、感染管理(2名) の計11分
野、13名がいます。
　さらには、5年以上の実践経験を経て大学院の修士課程を修了し、必要な単位を修
得した後に専門看護師認定審査に合格した、がん看護専門看護師１名も有します。

多岐にわたる認定看護師の活躍
　病棟、救急外来や化学療法室、看護外来、がん看護サロン、院内感染対策室など専
門性を発揮できる部署で活動しています。また、専門看護分野の知識技術を持って医
師を交えたチーム医療の中心的な役割を担うなど組織横断的に活動を行っています。

手術看護外来では、手術を受けられる患者さんに対し、安心して手術を受けて
いただくため、全身麻酔、手術後の経過などイメージできるように説明を行う
と共に不安の軽減に努めています。また、患者さんの思いを病棟につないでいます。
褥瘡発生を予防するため、患者さんの状態にあった褥瘡予防マットの選択やポジショニング（姿勢）などスタッフに指導
を行います。また、看護職員の知識、技術の底上げと標準化に向けて、専門看護分野で人材育成に取り組んでいます。
スタッフより持続するがん性疼痛の緩和のための相談に対し、患者さんに即した鎮痛剤の選択、内服について緩和ケア
チームメンバーである認定看護師が中心となり、スタッフの支援を行っています。
さらに出前講座や「まちの保健室」にも参加し、市民の皆様と顔がみえる関係作りに取り組んでいます。

　市立砺波総合病院には、専門看護分野に特化した知識、技術を
持った認定看護師と専門看護師がいます。地域の医療ニーズに
対応できる安全で信頼される看護ケアの提供をめざし、患者さん
や地域住民の皆さん、職員の方々にも私達のことを知り、もっと
活用していただきたいと思います。そこで、日々どのような活動
を行っているのか、皆さんにご紹介させていただきます。

あなたのそばによりそう
“認定看護師”

実
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談

認定看護師より皆さんへ
メッセージ

脳卒中リハビリテーション
看護認定看護師の池守さん（左）

「看護の日」のイベントでの場面

看護外来のご案内

 

看護外来のご案内 
栄養・嚥下ケア外来 

呼吸器看護外来 

認知症看護外来 

糖尿病看護外来 

リウマチケア外来 

ｽﾄｰﾏ･ｽｷﾝｹｱ外来 

手術サポート外来 

リンパ浮腫外来 NEWNEWNEW   

 

平成２８年６月  

栄養・嚥下ケア外来 

栄養や飲み込みに関する 

 悩みをお聞かせください  

 

月曜14:00～16:00 

南棟２階 看護外来 

認知症看護外来 

認知症の悩みを 

お聞かせください 

 

火曜8:30～16:00 

南棟２階 看護外来 

リウマチケア外来 

関節リウマチの悩みを 

お聞かせください 

 

水曜14:00～16:00 

南棟２階 看護外来 

手術サポート外来 

手術前のお悩みを 

お聞かせください 

 

金曜8:30～11:00 

Ｇ10（麻酔科外来） 

呼吸器看護外来 

呼吸や息切れなどに関する 

悩みをお聞かせください 

 

月曜8:30～12:30 

南棟2階 看護外来 

糖尿病看護外来 

糖尿病と上手く付き合う 

方法を一緒に考えましょう 

 

水曜8:30～16:00 

Ａ5（内科外来） 

ｽﾄｰﾏ･ｽｷﾝｹｱ外来 

ｽﾄｰﾏ・褥瘡や胃瘻の 

お悩みをお聞かせください 

 

木曜8:30～16:00 

南棟2階 看護外来 

リンパ浮腫外来 

手・足の腫れに関する 

お悩みをお聞かせください 

火･金曜9:00～12:00 

水曜9:00～11:00 

南棟2階 がんサロン室 

   電話でのお問い合わせ  0763-32-3320 

   看護外来では認定看護師や専門的な知識を持った 

   看護師が、患者さんお一人おひとりに合わせた 

   ご相談をお受けします。 

   ご利用を希望される場合は、 

              医師または看護師にご相談ください。 

「病気と共に自分らしく生きる」を支援する看護外来 

がん性疼痛看護認定看護師の前田さん（右）

「看護の日」のイベン
トに認定看護師も参加
し参加し、市民の皆様
の生の声を聞かせてい
ただいています。

助産師がそばで
お産を支えます

～院内助産で出産して～
（平成 28年 7月）

院内助産をきっかけに出産について家族み
んなで話したり、上の子が生まれてくる子
を受け入れる準備ができたように思います。

産むのは母親ですが、本来出産とはみんなが一
緒に頑張るものなんだと思いました。院内助産
で出産することができて本当によかったです。

苦痛がある全てのがん患者さんに優
しく笑顔をモットーに対応し、少し
でも辛い症状を和らげるようにチー
ムで支援しています。いつでもお気
軽に声をかけて下さいね。

（緩和ケア認定看護師　高島）

あなたに寄り添い、「自分らしく生きる」を支えます。緩和ケア病床で、身体だけでなく心の辛さを緩和し、患者さんとご家族が安心して過ごしていただくための支援をしています。（緩和ケア認定看護師　平木）

24時間365日からだの辛い症状に
対

応できる救急室です。からだのこ
と

で困ったことがあればお気軽にお
電

話をかけて下さいね。また、退院
さ

れるとき日常生活で不安に思うこ
と

などにもお答えし、安心してご自
宅

で過ごせるよう支援させていただ
き

ます。  （救急看護認定看護師　島
）
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　当院産婦人科病棟で行う院内助産は、正常な経過をたどっている妊産婦を対象に、医師
と連携をとりながら、助産師が主体的となってお産のお手伝いをする体制です。アット
ホームなイメージのある助産院や自宅出産の要素と、安全性の高い総合病院でのお産とい
う、両方の良さを兼ね備えています。

☆経産婦（出産経験のある妊婦）で御家族の同意がある方 
☆自然妊娠で、これまでの妊娠・分娩経過に問題がない方
☆現在治療中の病気がない方
☆里帰りの方も対応できます　　 

☆安全でスムーズなお産になるように、妊娠中からの
　健康管理について妊婦検診を医師と　助産師が交互に行います。
☆バースプラン（妊婦さん自らが自分で考えたお産の計画）にもとづいてサポートします。
☆院内助産室で出産できるので、分娩室までの移動がなく同じ部屋で過ごせます。
☆お産の時には、医師も立ち会うので安心です。
☆上のお子さんも含め、家族に囲まれて赤ちゃんを迎えることが出来ます。
☆助産師がそばにいてお産を支えます。 
☆場所は市立砺波総合病院西病棟３階です。

ようこそ

院院 内内 助助 産産 ♪へへ
院内助産とは？

＊誰でも院内助産をできるの？

＊実際にはどんなことをするの？

ご自身の望む自然なお産がしたいと思われる方は、ぜひ産婦人科外来でご相談下さい。
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認定看護師として活動と自己研鑽の実績を積み、5年ごとに資格更新を行います。
2016年7月現在、全国に認定看護師17,443名で、富山県内には222名います。
　市立砺波総合病院の認定看護師は、緩和ケア(2名)、がん化学療法看護、がん性疼痛看護、摂食・嚥下障害看護、脳卒中リ
ハビリテーション看護、認知症看護、慢性呼吸器疾患看護、救急看護、手術看護、皮膚・排泄ケア、感染管理(2名) の計11分
野、13名がいます。
　さらには、5年以上の実践経験を経て大学院の修士課程を修了し、必要な単位を修
得した後に専門看護師認定審査に合格した、がん看護専門看護師１名も有します。

多岐にわたる認定看護師の活躍
　病棟、救急外来や化学療法室、看護外来、がん看護サロン、院内感染対策室など専
門性を発揮できる部署で活動しています。また、専門看護分野の知識技術を持って医
師を交えたチーム医療の中心的な役割を担うなど組織横断的に活動を行っています。

手術看護外来では、手術を受けられる患者さんに対し、安心して手術を受けて
いただくため、全身麻酔、手術後の経過などイメージできるように説明を行う
と共に不安の軽減に努めています。また、患者さんの思いを病棟につないでいます。
褥瘡発生を予防するため、患者さんの状態にあった褥瘡予防マットの選択やポジショニング（姿勢）などスタッフに指導
を行います。また、看護職員の知識、技術の底上げと標準化に向けて、専門看護分野で人材育成に取り組んでいます。
スタッフより持続するがん性疼痛の緩和のための相談に対し、患者さんに即した鎮痛剤の選択、内服について緩和ケア
チームメンバーである認定看護師が中心となり、スタッフの支援を行っています。
さらに出前講座や「まちの保健室」にも参加し、市民の皆様と顔がみえる関係作りに取り組んでいます。

　市立砺波総合病院には、専門看護分野に特化した知識、技術を
持った認定看護師と専門看護師がいます。地域の医療ニーズに
対応できる安全で信頼される看護ケアの提供をめざし、患者さん
や地域住民の皆さん、職員の方々にも私達のことを知り、もっと
活用していただきたいと思います。そこで、日々どのような活動
を行っているのか、皆さんにご紹介させていただきます。

あなたのそばによりそう
“認定看護師”

実
践

指
導

相
談

認定看護師より皆さんへ
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認知症看護外来 
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手術サポート外来 

手術前のお悩みを 

お聞かせください 
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Ｇ10（麻酔科外来） 

呼吸器看護外来 
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悩みをお聞かせください 
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木曜8:30～16:00 

南棟2階 看護外来 

リンパ浮腫外来 

手・足の腫れに関する 

お悩みをお聞かせください 

火･金曜9:00～12:00 

水曜9:00～11:00 

南棟2階 がんサロン室 

   電話でのお問い合わせ  0763-32-3320 

   看護外来では認定看護師や専門的な知識を持った 

   看護師が、患者さんお一人おひとりに合わせた 

   ご相談をお受けします。 

   ご利用を希望される場合は、 

              医師または看護師にご相談ください。 

「病気と共に自分らしく生きる」を支援する看護外来 

がん性疼痛看護認定看護師の前田さん（右）

「看護の日」のイベン
トに認定看護師も参加
し参加し、市民の皆様
の生の声を聞かせてい
ただいています。

助産師がそばで
お産を支えます

～院内助産で出産して～
（平成 28年 7月）

院内助産をきっかけに出産について家族み
んなで話したり、上の子が生まれてくる子
を受け入れる準備ができたように思います。

産むのは母親ですが、本来出産とはみんなが一
緒に頑張るものなんだと思いました。院内助産
で出産することができて本当によかったです。

苦痛がある全てのがん患者さんに優
しく笑顔をモットーに対応し、少し
でも辛い症状を和らげるようにチー
ムで支援しています。いつでもお気
軽に声をかけて下さいね。

（緩和ケア認定看護師　高島）

あなたに寄り添い、「自分らしく生きる」を支えます。緩和ケア病床で、身体だけでなく心の辛さを緩和し、患者さんとご家族が安心して過ごしていただくための支援をしています。（緩和ケア認定看護師　平木）

24時間365日からだの辛い症状に
対

応できる救急室です。からだのこ
と

で困ったことがあればお気軽にお
電

話をかけて下さいね。また、退院
さ

れるとき日常生活で不安に思うこ
と

などにもお答えし、安心してご自
宅

で過ごせるよう支援させていただ
き

ます。  （救急看護認定看護師　島
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市立砺波総合病院  広報誌

市立砺波総合病院
Tonami General Hospital

〒939-1395　富山県砺波市新富町1番61号
TEL 0763ｰ32ｰ3320（代表） FAX 0763ｰ33ｰ1487（総務課）
E-mail tgh-somu@city.tonami.lg.jp
ホームページ http://www.city.tonami.toyama.jp/tgh

40
2016.10

１　患者さんの権利を尊重します
１　医療の安全を追求し　信頼される医療を提供します
１　医療・福祉・介護・保健分野との連携に努め
　　地域医療の推進に努めます
１　職員が働く喜びと誇りの持てる職場をめざします
１　健全な病院経営に努めます

わたくしたちは、市立砺波総合病院の職員であることを
誇りとし、愛と奉仕の精神のもとに、病気で悩める人々を
癒すことに互いの心を結集し、この憲章を定めます。

市立砺波総合病院憲章

市立砺波総合病院は

地域に開かれ
地域住民に親しまれ
信頼される病院

理　念
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院長伝言板院長伝言板

タバコの煙は、
　周りの人の命も削ってます。

患者総合支援センター

だより

　平成28年富山県 厚生部門（医療分野）功労

表彰を当院の松原直美看護部長が、受賞いた

しました。

　多年にわたり看護業務に精励し、看護体制

の充実と看護職員の資質の向上に寄与したこ

とを認められ、県下でわずか5名の栄誉に選

ばれました。

　平成28年富山県 厚生部門（医療分野）功労

表彰を当院の松原直美看護部長が、受賞いた

しました。

　多年にわたり看護業務に精励し、看護体制

の充実と看護職員の資質の向上に寄与したこ

とを認められ、県下でわずか5名の栄誉に選

ばれました。

日々の積み重ねが受賞に繋がる日々の積み重ねが受賞に繋がる日々の積み重ねが受賞に繋がる

　4年前のロンドン五輪でも、今回のブラジル
五輪でも、受動喫煙を防止するためにレスト
ランやバーなども含めて屋内は全面禁煙と法
律で決められていました。受動喫煙というの
は、他人が喫うタバコの煙を吸わされてしま
うことを言います。喫煙者が吸い込む主流煙
だけではなく、タバコの先から立ちのぼる副
流煙にも発がん物質など多くの有害物質が含
まれています。タバコを喫わない女性が家庭
や職場で受動喫煙の状態にある場合、肺がん
のリスクは約2倍、乳がんでは最大2.6倍にな
ることが報告されています。タバコの煙が命
を削っているのです。

　「かかりつけ医」は、ちょっと風邪をひいたりケガをしたときに気
軽に診てもらったり相談にのってもらうことができる、日頃から顔な
じみの町のお医者さん（家庭医、ファミリードクター）です。「かか
りつけ医」をもつと、必要に応じて適切な病院や専門医療期間を紹
介してもらえます。紹介状があれば、「かかりつけ医」からいままで
の検査や診療の情報が事前に送られますので、治療や検査がダブる
ことなく効率よく受けられます。また、患者さんの都合に合わせて受
診や検査日時の予約もできますので、待ち時間も少なく便利です。「紹
介状なし」で病院へ行くと、軽い風邪でも待ち時間が長くなったり、
初診にかかる特別料金などの負担が増えることもあります。
　当院は、「かかりつけ医」の先生方からスムーズにご紹介いただけ
るよう患者総合支援センターを設置し支援していますので、お気軽
にご相談ください。

「かかりつけ医」をもつと便利なこと

夏野砺波市長に
　感謝の気持ちで報告する松原看護部長

　黒龍江省医院とは１９８０年（昭和５５年）１０月に哈爾
濱（ハルビン）市において医学友好交流の合意書が締結
され、以来、黒龍江省医院からは３５次にわたる医学研修
で、合計６９団２１３名の方が当院で、また、黒龍江省医
院へは医学技術交流（心臓カテーテル手術の技術指導、
鍼灸師の研修）を含めて合計５８団２７９名を派遣してき
たところです。
　本年は５年に一度の医学友好交流の合意書調印の年で
あり、黒龍江省医院側から副院長  王 亦冬（ワン イードン）

様をはじめ３名の調印団をお
迎えし、去る７月２５日、当
院にて調印式を執り行い、合
意書の主旨に基づき、研修
生や視察団の派遣を通じて
両院の医学友好交流をます
ます発展させていくことを確
認いたしました。

中国黒龍江省医院との　　　　
　　医学友好交流合意書調印式

7/25 合意書調印式にて
（左 :王副院長、右 : 伊東院長）

診療案内

外来診療受付時間

休 診 日

□新患　午前8時15分から午前11時まで

□再診　午前8時00分から午前11時まで

※診療科・曜日によって異なりますので、
　詳しくはお問い合せください。

土・日・休日および年末年始


